
 
 

 

 

 

 

 

 

大切
た い せ つ

にしたい、守
ま も

っていきたい伝統
で ん と う

文化
ぶ ん か

 

Quý trọng và bảo tồn văn hóa truyền thống 

想要珍惜、想要守护传承的传统文化 

校
こう

 長
ちょう

   関
せき

 宣也
の ぶ や

 

令和
れ い わ

４年
ねん

（202２年）の新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えました。 

昨年
さくねん

も、多
おお

くのことに制限
せいげん

や制約
せいやく

がかかる状 況
じょうきょう

でしたが、ご家庭
か て い

の皆
みな

さまや、地域
ち い き

の皆
みな

さま

には多
おお

くのご協 力
きょうりょく

、ご支援
し え ん

を賜
たま

りまして、誠
まこと

にありがとうございました。 

本年
ほんねん

もよろしくお願
ねが

いいたします。 

さて、皆
みな

さまは、この年末
ねんまつ

年始
ね ん し

どのように過
す

ごされましたか？ なかなか明
あか

るい話題
わ だ い

はなく、

あまり外出
がいしゅつ

もせず、おうちの中
なか

で過
す

ごされていた方
かた

も多
おお

いのではないでしょうか？ 

私
わたし

も、年末
ねんまつ

年始
ね ん し

はほとんど家
いえ

におり、掃除
そ う じ

など新年
しんねん

を迎
むか

える準備
じゅんび

をしていました。 

そんな準備
じゅんび

をしながら、『なぜお年
とし

玉
だま

を渡
わた

すのだろう』、『なぜお雑煮
ぞ う に

を食
た

べるのだろう』『なぜ

初夢
はつゆめ

には縁起物
えんぎもの

があるのだろう』、など、多
おお

くの疑問
ぎ も ん

が出
で

てき、年末
ねんまつ

からお正月
しょうがつ

にかけての行事
ぎょうじ

や風習
ふうしゅう

、風物
ふうぶつ

を調
しら

べてみました。意外
い が い

と知
し

らないことが多
おお

くびっくりしました。 

少
すこ

し紹
しょう

介
かい

させていただきます。 

まずは、お正月
しょうがつ

といえば、子
こ

どもたちの頭
あたま

に真
ま

っ先
さき

に浮
う

かんでくるのは『お年
とし

玉
だま

』ではない

でしょうか。今では、ぽち袋
ぶくろ

にお金
かね

を入れて、渡
わた

すことが多
おお

くなってきていますが、本来
ほんらい

は全
まった

く違
ちが

うもののようでした。 

もともとは、年
とし

神様
がみさま

から新年
しんねん

に授
さず

かる『新
あたら

しい 魂
たましい

』を『年
とし

魂
だま

』といい、年
とし

神様
がみさま

の『年
とし

魂
だま

』を

いただくのが由来
ゆ ら い

だそうです。そして、その『年
とし

魂
だま

』のいただき方は、年
とし

神様
がみさま

に供
そな

えた丸餅
まるもち

を食
たべ

べることでした。この丸餅
まるもち

を餅
もち

玉
だま

といい、「御年
お と し

玉
だま

」や「御年
お と し

魂
だま

」と呼んだことから『お年
とし

玉
だま

』と

なり、その丸
まる

の形
かたち

からいつしか、お金
かね

を渡
わた

す習慣
しゅうかん

になりました。そして、この餅
もち

を食
たべ

べるため

の料理
りょうり

がお雑煮
ぞ う に

だそうです。 

また、皆
みな

さんは初夢
はつゆめ

を見
み

ましたか？ 初夢
はつゆめ

に見
み

ると縁起
え ん ぎ

がよいものを表
あらわ

すことわざに

『一富士二鷹三
いちふじふにたかさん

茄子
な す び

』といいますね。しかし、これには『四
よん

・五
ご

・六
ろく

』の続きがあるようです。

時間
じ か ん

があったら、調
しら

べてみてください。 

 このように、お正月
しょうがつ

にかかわる行事
ぎょうじ

を深
ふか

く知
し

れたことで、新
あら

たな年
とし

の始
はじ

まりの大切
たいせつ

さを知
し

り

日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

の奥深
おくぶか

さと、人
ひと

のやさしさを改
あらた

めて感
かん

じました。そして、国
くに

ごとに、大切
たいせつ

にしている伝
でん

統
とう

文化
ぶ ん か

があるのではないでしょうか？ 

人
ひと

と会
あ

うことさえ、ままならない困難
こんなん

な時
とき

だからこそ、その意味
い み

をしっかりと理解
り か い

し、伝統
でんとう

を

絶
た

やすことなく、次
つぎ

の世代
せ だ い

に繋
つな

げる必要
ひつよう

があると思
おも

いました。 

まだまだ、大変
たいへん

な日
ひ

が続
つづ

くと思
おも

われますが、これからも、ご理解
り か い

、ご協 力
きょうりょく

を賜
たまわ

りますよう、

よろしくお願
ねが

いいたします。 
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せ
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令
れい

和
わ
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度
ど

 １月
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発
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